
 

 

 
６４期生 第二学年 学年通信 第３１号      ２０１７年 １月１８日    発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 学期が始まって一週間がたちました。宿題の提出状況や、授業への取り組

み方から、「今年は頑張ろう」という皆さんの気持ちが先生たちへも伝わって

きます。 

そんな中、64 期生の皆さんへ「携帯電話・スマートフォン」に関するアン

ケートを実施しました。携帯を学校に持ってきている、一緒に使っている人が

いる。そしてほとんどの人がその事を知っているのが、学年の現状です。そん

な事が普通になってしまうのは、おかしいし、もう一度しっかりと考えてほし

いと思い、皆に聞いてみました。 

 

 

【なぜ、学校に持ってこようと思うのか】 

・誰かが持ってくると、自分もいいかな、と思う 

・授業が暇だから 

 

【これまでどう思ったか】 

・行事の日だけ持ってくる人が増えている。 

・写真に写るつもりはなかったけど、写ってしまったという罪悪感があった。 

・周りに流されてしまった。 

・なんとなくいいやん…と思っていた。 

・持ってきたいと思っても我慢している。 

 

【これからどうしていきたいと思うかなど…】 

・注意できないから先生に言う 

・誰にでも注意できるようにしたい。 

・スマホに限らず、学校のルールを守ろうと思う。 

・ルールを守っていない人が一番楽しむのは嫌。 

・トイレで撮っていてトイレに行けなかった。 

・注意するのが怖い。 

・友達関係を崩したくないから注意できない。 

 

 自分の友達や周りの人が、“持ってきた人”“一緒に使った人”“周りで見ている人”ど

の立場で、どんな気持ちになっていたのか、よく考えてみてください。「ルールを守ってい

ない自分だけの問題」「周りも楽しんでいる」と思っているのは、大きな勘違いであること

に早く気づいて下さい。 

このアンケートを受けて議員会では、議員さん自身が自分たちの事を正直に振り返り、皆

に何を伝えたいか。どうすればルールを守れる学年になるのか。何度も話し合いを重ねまし

た。皆の中にも今までの事を反省し、「絶対にもう持ってこない」と言ってくれた人もいま

す。 

写真やゲーム・LINE 等スマホには魅力的な所がたくさんあります。自分や周りの大人で

きちんとルールを決めないと、どんどんハマってしまいます。中学 2年生の皆はまだまだ未

熟な所も多く、楽しい方、ラクな方へ流されてしまう事も多いです。だからこそ「学校へは

持ってこない」というルールが必要なのです。もちろん学校では、スマホを通してではなく、

人との繋がりをつくってほしい。今しかできない経験をたくさんしてほしい、という思いも

あります。 

先週は進路の学活もありましたが、本当にあと少しで 3年生にな

ります。進路は一人ひとり違っても、みんなで一緒に切り開いてい

くものです。周りの事を少しでも考えられる人になってほしい。し

んどい時にお互いを支えあえるクラス・学年になってほしい。それ

が先生たちの願いです。 

スマホだけではなく、学校生活でのルールをもう一度見直し、お

互いがお互いをほっとかない学年になってほしいと思います。 

2年生  

学年だより 
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保護者の皆様へ 
 あけましておめでとうございます。本年もよろし
くお願いいたします。 
子どもたちにとって、携帯・スマホが身近な存在

になっている今日、学校への持ち込みや、ＳＮＳを
通じてのトラブルなど、多様な問題が見られます。
ぜひご家庭で、携帯・スマホとの付き合い方を話し
合ってみてください。また、気になる事などござい
ましたら、どんな些細なことでも担任や学年にいつ
でもご相談ください。３学期もよろしくお願い致し
ます。 


